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１．システムの目的と概要  

社会基盤構造物の維持管理業務は，安全･安心で持続可能な社会を維持するために重要となってきている．

本研究は，社会基盤構造物のうち舗装路面を対象として，近年の目覚ましい進歩を続けているセンサ技術と撮

影機器(走行映像)を利用して，Z軸加速度標準偏差と 150Hz～250Hz 帯音声標準偏差による評価手法 1)に基づ

いた簡易評価を実施するためのシステムを開発したものである． 

そのため，まず，路面の状況を把握するために，一般車両にセンサとハイビジョンビデオカメラを車載し，

位置情報(緯度･経度)，加速度，走行映像を測定しながら評価したい路線を走行する．次に，計測したデータ

を図-1 に示す｢舗装路面簡易評価システム(以下，本システム)｣に入力することで，舗装路面の評価を行う．

最後に，出力された結果をもとに，舗装路面の維持管理の計画に活用する．維持管理の計画立案に役立つよう

に，出力項目としては，表形式の一覧のみでなく，評価結果を地図上に表示し，その延長などを表示した． 

２．舗装路面評価の処理手順 

本システムの処理手順を図-2 に示す．｢手順 1｣としては，センサの計測データ(計測日時，位置情報，加速

度情報など)を読込み，平均や標準偏差などの統計情報を計算する(図-1 中の｢ボタン A｣)．なお，センサから

の計測データのサンプリング周波数は，100Hz とした．｢手順 2｣としては，ビデオデータである走行映像の動

画およびSRT(字幕)データを読込み，動画データから音声データを抽出し，解析を行う(図-1中の｢ボタンB｣)．

動画から抽出後の音声データのサンプリング周波数は 44.1kHz であるが，処理時間の短縮やデータ容量の節約

のため最低限のサンプリング周波数を検討し，11.025kHz と設定した．さらに，図-1中の①の音声周波数帯域

を設定することで，バンドパスフィルターを実行し，評価に有効な帯域を絞ることができる．｢手順 3｣では，

 キーワード 舗装路面，評価，加速度，走行映像，GPS，システム 

 連絡先   〒755-0002 山口県宇部市亀浦 2丁目 4-1  TEL：0836-32-1105 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-1 システム画面の一例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-2 本システムの処理手順 
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センサデータと音声データの同期を行い，図-1 中の②

の音声の閾値とZ軸加速度標準偏差の閾値により1秒ご

とに評価を行う(図-1中の｢ボタン C｣)．なお，SRT(字幕)

データは，動画データの時刻情報を取得するとともに，

評価結果を走行映像中に表示させるために利用する． 

３．システム評価の結果 

本システムにより出力される項目は，①解析結果の一

覧表(Excel ファイル)，②路面評価結果マップ(電子国

土ポータル)，③SRT(字幕ファイル)である．①解析結果

の一覧表は，表-1 に示すように位置情報と判定結果が

表示される．判定基準は，設定した閾値により「○(緑色)，△(黄色)，×(赤)」で表し，それぞれ，「良好，

要注意，要補修」を意味する．②路面評価結果マップは，図-3 に示すように｢電子国土ポータル｣サイトを利

用して判定結果をレイヤ上に重ねたもので，判定結果を色分けして表示している．さらに，表示しているデー

タの路線名や統計情報などを同時に表示している．例えば，統計情報により｢要補修｣などの延長が把握できる

ので，維持管理計画の立案に役立つものと考えられる．③SRT(字幕ファイル)は，表-1中の解析結果を 1秒ご

と(表-1 中の 1 行ごと)に走行映像中に字幕として表示するためのファイルである．表示内容は，図-4 に示す

ように｢日時，緯度･経度，台帳番号，縦断勾配，評価結果，捕捉している衛星数｣である． 

４．まとめ 

本システムによりセンサデータと走行映像から舗装路面を簡易に評価可能となり，その結果の表示には一覧

表，地図上での表示，走行映像上での表示といった出力形式を採用した．その結果，維持管理計画の立案に，

要補修の延長を把握したり，要補修の箇所を映像で確認したりといった活用などで，有効性を発揮すると考え

られる． 
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図-4 字幕情報の一例 

表-1 解析結果の一覧表の抜粋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-3 路面評価結果のマップと情報の一覧の例 
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